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１．研究計画の概要 
本研究の目的のひとつである長周期地震動
ハザード地図、あるいは被害予測まで含めた
長周期地震動リスク地図の作成を長周期地
震動評価と呼ぶとすれば、その研究は４つの
要素研究（震源モデル、地下構造モデル、シ
ミュレーション、被害予測）の一連の組み合
わせに他ならない。本研究では、各要素研究
を統合し、長周期地震動のための全国地下構
造モデル、長周期地震動ハザード地図、長周
期地震動リスク地図を作成する。 
 
２．研究の進捗状況 
長周期地震動（周期 3 秒程度から 20 秒程度
の帯域の地震動）の発生機構解明とその都市
災害軽減を目的として、下記項目の達成に向
けた包括的かつ総合的な研究を実施してい
る。 
(1) 長周期地震動のための震源モデル化手

法の確立。 
(2) 長周期地震動のための地下構造モデル

化手法の確立。 
(3) 長周期地震動のための数値シミュレー

ション法の確立。 
(4) 長周期地震動による長周期構造物の被

害予測手法の確立。 
(5) 各地に(2)を適用することによる長周期

地震動のための全国地下構造モデルの
作成。 

(6) 各地のシナリオ地震に(1)～(3)を適用
することによる長周期地震動ハザード
地図、およびそれに(4)を適用すること
による長周期地震動リスク地図の作成。 

長周期地震動の研究は、震源モデル、地下構
造モデル、数値シミュレーション、被害予測
の要素研究を有機的に統合して、実りある成
果が得られる。平成 21 年度は、前年度まで
に実施された(1)～(4)の要素研究の成果に
基づき、(5)および(6)に着手した。成果の一
部は、政府地震調査研究推進本部から公表さ
れた長周期地震動予測地図 2009 年試作版に
反映された。また，平成 22 年 3 月に東京大
学シンポジウム「長周期地震動とその都市災
害軽減」を後援し、研究成果の国際的な発信
に努めた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
平成 19～20 年度の要素研究の研究成果に基
づき、平成 21～22 年度の総合研究が順調に
行われている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
長周期地震動とその都市災害軽減に関する
総合研究のため、参画研究者間の意見交換を
より頻繁に行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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新聞報道 
纐纈 一起 
翠川 三郎 
NHK スペシャル MEGAQUAKE 巨大地震 巨大
都市（メガシティ）を未知の揺れが襲う 長
周期地震動の脅威 (2010/3/7放映) 出演 


